
  

Pic-coloでLチカ



  

Raspiと言えばArduino

Raspiを使った電子工作でよく見かけるのがArduino。
世界的に定番の組み合わせという地位を獲得している。



  

PICとラズパイで検索すると

この本と技術評論社の関連記事が目立つくらいで
PICファンとしては大変、残念でならない。



  

つらつら考えてみた

AVRを買収したMicrochip社がArduinoの対抗馬を打ち出す可能性は低い

『ラズパイとAVR』なら『ラズパイとPIC』で十分対抗できそうだが、
実際に電子工作のプラットフォームとして選ばれているのは『ラズパイとArduino』

Arduinoって、どんなものなのか？

安い！



  

PICで同じものを作れないか

必要な機能は？

（１）テキストエディタとコンパイラはMPLABXとXC8が提供されている。
（２）USB-シリアル変換器はＦＴ２３１ＸＳが秋月で手に入る。
（３）PICのFLASHメモリ書き込み機能でプログラムの書き込みはO.K.
（４）UART経由でコマンドとデータを送受して、メモリのREA/WRITEは出来る。
（５）ロードしたユーザ・プログラムの変数のアドレスとデータ・サイズが分かれば、
　　それを読み出したり、書き換えたり出来る（筈）。
（６）ロードしたユーザ・プログラムの関数アドレスが分かれば、それを関数コール
　　して、実行できる（筈）。

　　　出来そうな気がする！



  

結構大変だった

当初のRaspi-Pic構想ではI2Cで通信する予定だったが、USB-シリアル変換器を使うことで
PCにも容易に接続できるようになった。

そこでプロジェクトの名称をRaspi-PicからPic-coloに変更することにした。
Pic-colo.comとPic-colo.clubのドメインも取得した。

準備万端が整ったところで、DWARFの解析に取り組んだ。
gccのreadelfでテキスト化したものを解析し、TextArrayList化する作業が1か月続いた。

それを読み解いて、メモリREAD/WRITEコマンドに落とし込む作業が1か月続いた。

そんなこんなで8月末。

ようやくLチカが動いた！
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